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田口小学校の３、４年生は総合的な学習の時間で、国の天然記念物であるネコギギについて、一年間、勉強してきました。
この授業には田口高校理科部の皆さんも参加しており、一緒にネコギギについて学習や観察を行い交流を深めました。
また、小学生たちは学習してきた内容を、全校集会や生態系ネットワークフォーラムの場で発表しました。さらに自分たちで
物語から創った、ネコギギが主人公の劇を学芸会で披露しました。
田口高校の皆さんはネコギギの保全活動だけでなく、湿地でフィールドワークを実施し、生物調査などの活動を継続して行っ
ています。
このような取り組みを通じて、世代の異なる子どもたちが交流を深め、設楽町に関心や愛着をもっていただき、地域の皆さま
と地域の宝物であるネコギギをはじめとした設楽町の豊かな自然を守る「地域保全の取り組み」を今後も進めて参ります。

ネコギギの観察(体長計測)
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ネットワークフォーラム2025

(ネコギギが)
どれくらい大きく
なったかな？

ネコギギについて学習する両校の子どもたち

ネコギギは
「地域の宝物」
“郷土財”

ネコギギクイズを作成する子どもたち ネコギギにエサをあげる子どもたち
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コ ラ ム 体堤０ ３ コ ン

①基礎掘削 ③堤体コンクリート

②基礎処理

④放流設備

⑤管理用設備 ⑥試験湛水 ダム完成

今回はココ！

＜工事の流れ＞ダム本体工事

リク トー

資料提供： 鹿島・戸田・竹中土木特定建設工事共同企業体湯西川ダムの施工時写真より

前回に続き堤体コンクリートの打設をご紹介します。

設楽ダムではコンクリートの打設工法として、「ＲＣＤ
（Roller Compacted Dam－concrete）工法」を採用します。
ＲＣＤ工法は、日本で開発されたコンクリートダムの合理化施
工法で、一般的なコンクリートとは異なる流動性のない超硬練
りコンクリートを使用し、ダム全面を1メートルずつ、層状に
打ち上げていきます。
打設方法としては、コンクリートをブルドーザで敷き均した

後、振動ローラーで転圧・締固めを行います。この工法では、
施工能力の高い大型建設機械を多く使用して迅速に打設をする
ことで、工費の削減や工期の短縮が可能となります。また、層
状に打設することで、大きな高低差のない場所で打設ができる
ため、安全性も向上します。

コンクリート打設と同時に、ダム本体内部の管理用通路やエ
レベータ、点検用の機器を設置します。

振動ローラ：
転圧・締固め

重ダンプ：
コンクリート運搬

ブルドーザ：
敷均し

目地切機：
横継ぎ目 端部締固め機

1月30日、設楽ダムの工事現場で雪が積もりました。積雪深

は最大１０ｃｍ程度で、深く積もった訳ではありませんが、北風

に運ばれた雪が設楽ダムの左岸側を白く染めました。

季節によって、その姿を変える設楽ダムの建設事業を皆さ

んにぜひご覧いただければと思い、設楽ダム見晴展望台を整

備しています。

昨年度末にスロープを設置するなど、バリアフリーにも順次

対応して参りますので、お時間があるときはぜひ足をお運びく

ださい。

上流側から撮影した設楽ダム建設予定地

約15cmの段差

見晴展望台の段差解消（左：解消前、右：解消後）

見晴展望台の段差を解消しました ! !

堤体コンクリートについて


